
広島県

島根県

福岡県

新下関駅

徳山駅

新岩国駅

JR山
口線

JR
JR

JR
山
陰
本
線

JR山陽新幹線

厚狭駅

J
R
美
祢
線

小郡Ｉ.Ｃ.
山口Ｉ.Ｃ.

長門峡

JR山陽本線

新山口駅

宇部
Ｉ.Ｃ.

下関Ｉ.Ｃ.

周防大島

宮島

瑠
璃
光
寺
五
重
塔
（
国
宝
）

る　

り　

こ
う
じ
ご
じ
ゅ
う
の
と
う

西
の
京
・
山
口
の
シ
ン
ボ
ル
。
室
町
中
期
の
優

れ
た
建
築
物
と
い
わ
れ
、
そ
の
美
し
さ
は
日
本

三
名
塔
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

５

亀
山
公
園

か
め
や
ま
こ
う
え
ん

毛
利
秀
元
が
築
城
途

中
で
断
念
し
た
長
山
城

跡
を
、明
治
33
年（
１
９

０
０
年
）に
公
園
化
。市

内
が
一
望
で
き
、幕
末
の

藩
主
毛
利
敬
親
の
像

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

１１

山
口
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂

日
本
に
初
め
て
キ
リ
ス

ト
教
を
伝
え
た
宣
教
師

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
サ
ビ
エ

ル
の
山
口
来
訪
四
百
年

を
記
念
し
て
建
て
ら
れ

た
教
会
が
火
事
で
焼

失
し
た
後
、
平
成
10
年

に
再
建
さ
れ
た
も
の
。

１０

種
田
山
頭
火
句
碑

酒
と
旅
を
愛
し
た
行

乞
の
俳
人
。
ゆ
か
り

の
地
、
湯
田
温
泉
に

あ
る
句
碑
に
は
自
由

で
素
朴
な
作
品
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

１６

中
原
中
也
記
念
館

近
代
文
学
を
代
表
す

る
叙
情
詩
人
・
中
原
中

也
は
、
明
治
4
0
年

（
１
９
０
７
年
）
湯
田

温
泉
の
生
ま
れ
。「
山

羊
の
歌
」「
在
り
し
日

の
歌
」
の
二
冊
の
詩
集

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

１７

パ
ー
ク
ロ
ー
ド

街
路
樹
の
植
え
ら
れ

た
舗
道
は
新
緑
や
紅

葉
が
美
し
く
、
道
沿
い

に
は
公
園
や
美
術
館
、

博
物
館
が
点
在
。「
日

本
の
道
百
選
」
に
選
ば

れ
て
い
ま
す
。

１８
K
D
D
I
山
口
衛
星
通
信
セ
ン
タ
ー

２０

湯
田
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

湯
田
温
泉
か
ら
車
で

約
5
分
。
豊
か
な
自

然
を
利
用
し
た
変
化

に
富
ん
だ
快
適
な

コ
ー
ス
レ
イ
ア
ウ
ト

で
す
。

１９

山
口
市
民
会
館

１
９
７
１
年
に
旧
山

口
大
学
本
部
跡
に
開

館
。
音
響
設
備
の

整
っ
た
大
ホ
ー
ル
や

展
示
ロ
ビ
ー
な
ど
を

備
え
て
い
ま
す
。

２１
山
口
県
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

維
新
百
年
記
念
公
園

内
に
あ
る
多
目
的
体
育

館
。
ア
リ
ー
ナ
、
レ
ク

チ
ャ
ー
ル
ー
ム
、
武
道

館
を
備
え
、
ス
ポ
ー
ツ

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

２３

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

セ
ミ
ナ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ

交
流
、
自
然
ふ
れ
あ
い

ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
、
県

民
が
多
目
的
な
研
修
・

学
習
・
交
流
を
図
れ
る

施
設
で
す
。

２５

や
ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

「
市
民
が
運
動
を
楽

し
め
る
場
づ
く
り
」
が

コ
ン
セ
プ
ト
。
総
合
体

育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

な
ど
の
施
設
が
利
用

で
き
ま
す
。

２４

山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー

国
内
唯
一
の
情
報
芸
術

の
創
造
／
発
信
拠
点

で
あ
る
複
合
施
設
。
展

覧
会
や
ダ
ン
ス
公
演
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
楽
し
め
ま
す
。

２２

旧
山
口
藩
庁
門
（
県
指
定
文
化
財
）

幕
末
、
藩
主
・
毛
利
敬

親
が
、
新
し
い
時
代
を

見
据
え
、
萩
か
ら
山
口

へ
移
し
た
新
た
な
藩
庁

の
正
門
と
し
て
築
造
さ

れ
た
も
の
。

９
き
ゅ
う
や
ま
ぐ
ち
は
ん
ち
ょ
う
も
ん

嘉
村
礒
多
文
学
碑

明
治
3
0
年
（
１
８
９

７
年
）
山
口
市
仁
保
生

ま
れ
。「
私
小
説
の
極

北
」
と
評
さ
れ
、
昭
和

初
期
の
文
壇
で
特
異
な

地
歩
を
築
き
、
独
自
の

作
風
を
確
立
。

１４
か
む
ら
い
そ
た

国
木
田
独
歩
詩
碑

父
親
の
転
勤
に
よ
り
山

口
で
一
時
期
を
過
ご

し
、「
山
の
力
」「
帰
去

来
」
な
ど
山
口
を
舞
台

に
し
た
作
品
が
あ
り
ま

す
。
碑
の
「
山
林
に
自

由
存
す
」
は
、
自
筆
原

稿
を
拡
大
し
た
も
の
。

１５
く
に
き　

だ　

ど
っ
ぽ

た
ね
だ
さ
ん
と
う
か

な
か
は
ら
ち
ゅ
う
や

雲
谷
庵
跡
（
市
指
定
文
化
財
）

明
に
渡
っ
た
画
聖
雪
舟

が
、
帰
国
後
こ
こ
に
落

ち
着
き
、
87
歳
で
没
す

る
ま
で
創
作
活
動
や

弟
子
の
養
成
に
努
め
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
う
ん
こ
く
あ
ん
あ
と

山
口
市
菜
香
亭

山
口
の
迎
賓
館
と
し

て
井
上
馨
や
伊
藤
博

文
は
じ
め
日
本
の
政

財
界
人
・
文
化
人
が

集
っ
た
料
亭
を
、
平
成

16
年
に
観
光
施
設
・
市

民
交
流
の
場
と
し
て

移
築
・
再
生
。

３
や
ま
ぐ
ち
し
さ
い
こ
う
て
い

県
政
資
料
館
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

山
口
県
の
県
政
や
産

業
に
関
す
る
資
料
を

展
示
。
旧
県
庁
舎
及
び

県
会
議
事
堂
は
、
大
正

５
年
（
１
９
１
６
年
）

に
建
築
さ
れ
た
も
の
。

８
け
ん
せ
い
し
り
ょ
う
か
ん

常
栄
寺
雪
舟
庭
（
国
指
定
史
跡
名
勝
）

水
と
石
に
主
体
が
お

か
れ
た
画
聖
雪
舟
の

山
水
画
そ
の
ま
ま
の

名
園
。
大
内
政
弘
が

雪
舟
に
依
頼
し
築
造

し
た
も
の
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

１

龍
蔵
寺

本
尊
の
木
造
大
日
如

来
座
像
は
平
安
時
代

中
期
の
作
と
見
ら
れ
、

国
の
重
要
文
化
財
に
、

ま
た
イ
チ
ョ
ウ
の
巨
樹

は
国
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

１３
り
ゅ
う
ぞ
う
じ

洞
春
寺

毛
利
元
就
の
菩
提
寺
。

本
堂
は
江
戸
時
代
に

焼
失
し
再
建
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、
山
門
は

創
建
当
時
の
室
町
時

代
の
特
色
を
よ
く
あ

ら
わ
し
て
い
ま
す
。

７
と
う
し
ゅ
ん
じ

香
山
公
園

五
重
塔
を
中
心
と
し

た
公
園
。
毛
利
氏
の

墓
所
が
あ
り
、
討
幕
の

策
を
練
っ
た
露
山
堂
、

薩
長
連
合
の
密
議
が

行
わ
れ
た
枕
流
亭
が

移
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
こ
う
ざ
ん
こ
う
え
ん

古
熊
神
社
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

祭
神
は
菅
原
道
真
。

学
問
の
神
様
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

本
殿
、
拝
殿
は
室
町
時

代
の
建
造
物
と
し
て

重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

１２
ふ
る
く
ま
じ
ん
じ
ゃ

き
ね
ん
せ
い
ど
う

龍
福
寺
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

４
り
ゅ
う
ふ
く
じ

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
は

大
小
20
基
。
イ
ン
テ
ル

サ
ッ
ト
の
イ
ン
ド
洋
衛

星
を
使
用
。
国
際
通
信

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま

す
。
衛
星
通
信
の
し
く

み
な
ど
が
学
べ
る
見
学

施
設
「
K
D
D
I
パ
ラ
ボ
ラ
館
」
も
あ
り
ま
す
。

（
う
い
ろ
う
）

じ
ょ
う
え
い
じ
せ
っ
し
ゅ
う
て
い

31
代
大
内
義
隆
の
滅

亡
後
、
毛
利
隆
元
が

義
隆
の
菩
提
寺
と
し

て
大
内
館
跡
に
再
興

し
た
も
の
。
本
堂
の
屋

根
は
室
町
時
代
の
桧

皮
茸
に
復
原
し
た
。

湯田温泉を会場に、神興やイベントが賑やか
に催されます。夜には、キツネの面をつけた
子供たちによるたいまつ行列が温泉街を練り
歩きます。

市街地を流れる一の坂川にこの時期乱舞するゲンジボタル（天然記念物）を観賞
するもの。川面をそよぐ爽やかな夜風に舞うホタルの輝跡がロマンを誘います。

20日には鷺の舞が奉納される八坂神社から中心商店街にあるお旅所まで、神興
が練り歩きます。24日には祗園囃子が流れる中、市民総踊りが行われます。

約600年前の室町時代に始まったといわれる伝統的な
祭。数千本の竹に付けられた約10万個の紅提灯が、街
筋をまるで火の河のように幻想的に彩ります。

山口ふるさと伝承総合センターでは、大内塗箸作り体験
ができます。伝統の技にチャレンジしてみませんか?
（要予約） TEL.083-928-3333

http://www.c571.jp/

湯田温泉　パークロード　山口サビエル記念聖堂　香山
公園・瑠璃光寺五重塔　サビエル記念碑　常栄寺雪舟
庭　湯田温泉

湯田温泉　中原中也記念館　山口サビエル記念聖堂　
山口県立美術館　山口県立山口博物館　旧山口藩庁門
　県政資料館　香山公園・瑠璃光寺五重塔　豊栄神社
・野田神社　築山館跡　大内館跡　山口ふるさと伝承
総合センター　サビエル記念碑　常栄寺雪舟庭　萩焼
窯元　KDDI山口衛星通信センター　湯田温泉

井上公園（中也詩碑・山頭火句碑）　（錦川通り）（山頭火
湯田温泉句碑・中也詩碑）　蛍塚（良城橋）　独歩の碑
（亀山公園）　牧水の歌碑（香山公園）　嘉村礒多の文
学碑（常栄寺）　湯田温泉

湯田温泉　おおすみ歴史美術館　木戸神社　旧山口
藩庁門　県政資料館　香山公園（枕流亭・露山堂・
香山墓所）　山口県立山口博物館　豊栄神社・野田
神社　湯田温泉

山口大神宮（内宮・外宮）　旧山口藩庁門　洞春寺（山
門・観音堂）　瑠璃光寺五重塔　今八幡宮（本殿・拝
殿・桜門）　八坂神社（本殿）　龍福寺（本堂）　常栄寺
　清水寺（山王社本殿・観音堂・金剛力士立像）　古熊
神社（本殿・拝殿）　平清水八幡宮（本殿）　湯田温泉

常栄寺雪舟庭

山口県立山口博物館

山口県立美術館

龍蔵寺

山口市歴史民俗資料館

鋳銭司郷土館

瑠璃光寺資料館

山口市菜香亭

龍福寺資料館

おおすみ歴史美術館

中原中也記念館

山口サビエル記念聖堂
クリスチャン記念館

※データは平成2４年4月現在のものです。

湯田温泉　竪小路・山口ふるさと伝承総合センター　龍
福寺　八坂神社　野田神社　山口市菜香亭　雲谷庵跡
　瑠璃光寺五重塔　一の坂川　湯田温泉

（常設展）

（コレクション展）

江戸時代の古地図が今でも通用
する城下町、萩。菊屋横丁など
の小路や、敵の城内侵入を防ぐ
鍵曲が当時を偲ばせます。
（湯田温泉より車で約60分）

大人気のペンギン村はじめ、100
種類以上の世界のフグ、シロナ
ガスクジラの全身骨格標本の展
示など、下関らしい展示が楽し
めます。（湯田温泉より車で約60分）

石灰岩台地「秋吉台」の地下に
広がる日本最大規模の鍾乳洞。
全長約8700m。見学できるのは
約1kmで、百枚皿や黄金柱など
見所も満載。
（湯田温泉より車で約40分）

学問の神、菅原道真公を祀った、
904年創建の日本で最初の天満
宮と言われています。京都の北
野、福岡の太宰府と並び、日本
三天神と称されています。
（湯田温泉より車で約30分）

幅 5m、長さ 193.3m。日本三名
橋のひとつに数えられる、五連
アーチの木造橋です。世界的に
も大変希な構造で、国の名勝に
指定されています。
（湯田温泉より車で約 80分）

白壁が続き、堀割に色とりど
りの鯉が泳ぐ、津和野観光の
メインストリート。6月にはハ
ナショウブが鮮やかに咲き乱
れます。
（湯田温泉より車で約60分）

日本海の荒波に浸食された断
崖絶壁や洞門、石柱が連なり
「海上アルプス」と呼ばれる
ダイナミックな景観が広がっ
ています。
（湯田温泉より車で約60分）

※データは平成24年4月現在のものです。

JR山口線：
新山口駅～津和野駅
（1日1往復）

毎年3月中旬～11月下旬の
土、日、祝日、春休み、夏休み
など

【JR西日本広島支社営業課】
　TEL.082-264-7420

（083）922-2272

（083）922-0294

（083）925-7788

（083）924-1357

（083）924-7001

（083）986-2368

（083）924-9139

（083）934-3312

（083）922-1009

（083）920-1549

（083）932-8862

（083）932-6430

「
一
楽
、
二
萩
、
三
唐
津
」
と
い
わ
れ
、
茶

陶
と
し
て
誉
れ
の
高
い
萩
焼
。
山
口
萩
焼

は
明
治
時
代
に
開
か
れ
た
松
緑
釜
に
始
ま

り
、
百
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
昔
、
大
内
氏
24
代
の
大
内
弘
世
が

夫
人
の
た
め
に
作
ら
せ
た
と
い
う
言
い
伝

え
に
ち
な
ん
だ
大
内
塗
の
人
形
。
夫
婦
円

満
を
願
う
人
々
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

伝統
工芸

山口県の北西端、日本海に浮かぶ
島。角島大橋開通後、山口県を代
表する人気観光スポットに。北長
門海岸国定公園内にあり、白い砂
浜とエメラルドグリーンの海が
美しい。（湯田温泉より車で約80分）

大人300円、中高生200円、小学生100円

大人150円、大学生100円、
70歳以上・高校生以下無料

大人300円、大学生200円、
70歳以上・18歳以下無料

大人200円、中高生100円、小学生５0円

高校生以上100円、小中学生50円、
小学生未満、70歳以上無料

高校生以上100円、小中学生50円

大人300円、中高生200円、小学生100円

大人100円、小人50円、小学生以下無料

一般（高校生以上）200円、小中学生150円

中学生以上300円、小学生200円

大人200円、高大生150円、中学生以下無料

大人310円、大学生210円、小中高生150円
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24

22

19

23

25

歴史民俗
資料館

山口ふるさと伝承
総合センター

乗福寺

古熊神社

大内弘幸の墓

大内弘世の墓
大内重弘の墓
琳聖太子供養塔

源久寺

権限山

パルトピアやまぐち

ＮＴＴニューメディア
プラザ山口

ボウリング
の森

温泉舎

維新百年
記念公園

赤田神社

凌雲寺跡
（大内義興墓）

ＪＡ

湯田中

良城小

湯
田
小

市保健
センター

山口
警察署

済生会病院 商工会館
中電

湯田温泉駅
矢原駅

ＳＬ「やまぐち」号

山口秋吉台公園自転車道

椹野川

県総合庁舎

大内弘直墓

ＪＲ山口線

秋穂渡瀬橋

山口市役所
別館

山口県庁

県
警
本
部

ハローワーク
山口

21世紀の森

聖サビエル
記念碑

山
口
赤
十
字

病
院

七尾山トンネル

陸上自衛隊
山口駐屯地 陸上自衛隊

山口駐屯地
訓練場

今八幡宮

豊栄神社
野田神社

山口市菜香亭

八坂神社

仁壁神社

護国神社

一の坂ダム
東鳳翩山

県
立

図
書
館

県
教
育
会
館

自
治
会
館

県
社
会

福
祉
会
館

一
の
坂
川

山口駅

宮野駅

上山口駅

山口
中央高校

山口大学
附属中

山口大学
附属小

山口高校

中村
女子高

白
石
中

白石小
C.S赤れんが

国合同庁舎 大殿小

十朋亭

しらさぎ会館

大路Ｌｏｂｂｙ

ＮＡＣ

野田学園

おとどいやま
森林公園

初瀬松緑窯
雲谷窯

敏男松緑窯

山口県立大学

長沢池
四辻駅
四辻駅

鋳銭司郷土館

大村神社

至山口

至下関 至秋穂

至
防
府

至
鹿野

至小郡

J
R
山
口
線

JR山陽本線

新山口駅

周防
下郷駅

大村益次郎
誕生地

周防鋳銭司跡

山口県
セミナーパーク

山口南Ｉ.Ｃ.

山口Ｉ.Ｃ.

山口県自動車学校
ザ・ビッグ

ナフコ
大内中

ＳＳＳスポーツ
プラザ

20

仁保駅

ふれあい館

保男窯
春信松緑窯
吉孝松禄窯

道の駅
仁保の郷

←山口市街

至萩・津
和野

中央郵便局

ｔｙｓ→

交番

足湯

足湯

足湯

足湯

足湯

足湯

交番

交番

山口市役所

錦鶏の滝

俊龍寺

のむら美術館

地下道
地下道

地下道

地下道

地下道
地下道

地下道

8

特産品ショップ
やまぐちさん

至西京
スタジアム→

天然記念物
源氏ホタル

五十鈴川ダム公園
法泉寺跡
天然記念物シンパク
大内政弘墓

天然記念物
大イチョウ

鼓の瀧

瑠璃光寺資料館
枕流亭
露山堂

毛利家墓所

木
戸
孝
允
旧
宅
跡

中原中也詩碑
何遠亭跡
山頭火句碑
七卿の碑

周布政之助の碑

所郁太郎墓

成瀬仁蔵
生誕地

毛利家墓所

中原中也の墓

玄済寺

リサイクル
プラザ山口

県埋蔵文化財
センター

若山牧水歌碑

赤根武人碑

寺内正毅元帥墓

井上公遭難の碑

山口大学

県児童
センター

嘉村礒多
文学碑

井上
公園

至防府

県立博物館

旧山口藩庁門

KDDI
山口衛星通信センター

常栄寺庭園雪舟庭


